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延長66１ｍの可動堰
建設費1,500億円



アユの生活史の模式図（長良川下流域生物相調査報告書2010より）

流れが止まり、仔魚は海に
下れません。現在、漁協が
落ち鮎から取った卵から人
工授精し、1億個を超える受
精卵を河口までトラックで
運び河口の人工河川で孵化
させ海に流しています。

2015年4月岐阜市は長良川
の天然遡上アユを「市版
レッドリスト」に、環境の
変化次第で絶滅の恐れがあ
る「準絶滅危惧種」に指定
しました。

2015年12月「長良川の鮎」
は世界農業遺産に認定されま
した。
しかし、これが鮎の大量放

流に拍車をかけ、魚類の多様
性と生態系を狂わせています。

長良川は、30kmを超える長い
人工湖になってしまいました。

長良川は、海と遮断
されてしまいました。



河口堰のゲートが閉鎖され

下流側には約2ｍの厚さのヘドロが堆積するようになりました。
酸素を必要とする生物が棲めない死の世界となりました。



長良川の堰上流は湛水化、堰下流はヘドロが堆積し
ヤマトシジミは姿を消しました。
全国に名を馳せた赤須賀のシジミ漁は壊滅の状況です。



TP‐0.9

TP +1.2

TP＋0.8

TP＋1.3

長良川の河口は約２ｍの干満差があり
水辺には広く豊かなヨシ原が広がっていました。

ヨシ原

河 床

しかし河口堰ができゲートで締め切られ
上流側は水位が上がったままの湖となり
９０％のヨシ原が消滅しました。

そこに棲む蟹、鳥など多様な生きものが消えていきました。



●私たちの取り組み １
国連生物多様性の10年「湿地のグリーンウエイブ」と連携し

長良川下流域環境観察会を開催しています。



ＰＭ1：30 河口から４ｋｍ 揖斐川 長良川
水深（潮位TP -0.2ｍ）：ｍ 2.8 3.7

水温： ℃ 22.4 22.9

状況など
採泥器（20*20*20）、（15*15*15）

砂
あさり 大１個 1.7ミリ

しじみ ５ミリ～９ミリ ８個

ヘドロ
貝無し

酸化還元電位（ORP）：ｍｖ +227 -350

2018年5月27日

（河口から4.0ｋｍ） 揖斐川 長良川

2010/10/19 ORP +160㎷ ORP -402㎷

2011/6/25 ORP +170㎷ ORP -359㎷

2012/9/5 ORP +156㎷ ORP -352㎷

2014/5/25 ORP +126㎷ ORP -226㎷

2015/7/4 ORP +243㎷ ORP -208㎷

2016/5/22 ORP +222㎷ ORP -227㎷

2017/5/21 ORP +178㎷ ORP -235㎷

2018/5/27 ORP +227㎷ ORP -350㎷

2019/6/9 ORP +160mv ORP +182mv ORP-165mv ORP-171mv



長良川（堰上流約１ｋｍ）

揖斐川（河口堰西側地点）

ヨシ原の状況観察



長良川
揖斐川

（2015/7/4 河口から約１０㎞）

カニの生息観察
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2018年5月27日

長良川揖斐川



木曽川 河口から約14km 

水辺環境観察
河口堰がない木曽川の水辺と比較



サンカクイ
長良川ではこのような抽水植物の姿が消えていった



イトメ
河口堰運用後数年で、長良川から姿を消した。



●私たちの取り組み ２
COP10で提案した「生命流域の再生」めざして

伊勢湾流域圏の再生シンポジウムを開催しています。

2014年10月15日韓国・平昌にて
CEPA FAIRシンポ
「日本、インド、韓国の川・湿地・
流域そして愛知ターゲット」開催

2016年1月31日
四日市市で開催

2017年3月12日
名古屋市で開催

2018年2月10日
豊橋市で開催

2019年2月3日
岐阜市で開催



●私たちの取り組み ３
愛知県長良川河口堰最適運用委員会が提案する

「長良川河口堰開門調査」実現めざして

開門シンポジウムや現地見学会を開催しています。



河口堰開門は

世界の流れ

豊かな生きものの
共生をめざす
愛知ターゲット

河口堰運用25年
生物多様性COP10から10年

今年こそ
河口堰開門調査の実現を！


